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Ａ．研究目的 
カンピロバクター、ウエルシュ菌、サルモネラ、

腸管出血性大腸菌は日本国内において食中毒を引
き起こす主要原因細菌であり、細菌性食中毒は公衆
衛生上の重要課題である。食品の安全確保や感染拡
大防止など食品衛生・公衆衛生の観点から、畜産や
食品流通などの現場において簡便で迅速かつ高感
度な検出法の開発が求められている。そこで本研究
では、カンピロバクター、ウエルシュ菌、サルモネ
ラ、腸管出血性大腸菌、ならびに鑑別診断が必要な
コレラを加えた5つの細菌性食中毒を対象に、原因
菌もしくは毒素に対する抗体を作製し、細菌性食中
毒に対する迅速かつ高感度な検出技術基盤を開発
することを目的とする。 
 
Ｂ．研究方法 

これまでに樹立しているカンピロバクターに対
する抗体ライブラリについて、カンピロバクター
の臨床分離菌株（食品、患者など）、他の食中毒
菌や腸内細菌などの常在菌などを対象に、抗体の
特異性を評価した。具体的には、日和見細菌を含
む他の病原菌として、Escherichi coli, Pseudomo
nas aeruginosa, Salmonella enterica, Staphylo

coccus aureus, Serratia liquefaciens, Citrobact
er freundii, Klebsiella pneumoniae, Klebsiella
 aerogenes, Proteus mirabilis, Escherichia her
mannii, Enterobacter cloacae, Enterococcus fa
ecalisの12菌種、腸内細菌などの常在菌として、B
acteroides vulgatus, Faecalibacterium prausni
tzii, Prevotella copri, Lactobacillus gasseri, Bi
fidobacterium longum, Bifidobacterium pseudo
catenulatumの6菌種に対する反応性をELISA法
により評価した。菌を培養し、熱処理で不活化し
た後、凍結乾燥し、PBSに懸濁し、固相抗原とし
た。菌を固相化したプレートを洗浄後、精製抗体
を反応させ（室温、2時間）、検出用抗体（HRP標
識anti-mouse IgG、室温、1時間）を反応させた後、
基質を加えて450 nmで測定した。 
サルモネラ、ウエルシュ菌エンテロトキシン、

志賀毒素、コレラ毒素をそれぞれマウスに免疫し、
定法によりハイブリドーマを作製した。各病原体
につき、2,000クローン以上について病原体および
常在菌カクテル（マウス糞便を培養したもの）へ
の反応性をELISA法により評価した。 
 
（倫理面への配慮） 
該当しない。 
 
Ｃ．研究結果 
カンピロバクター感染症の原因菌はC. jejuniと

C. coliであり、その中でも95％以上がC. jejuni

研究要旨 
＜目的＞カンピロバクター、ウエルシュ菌、サルモネラ、腸管出血性大腸菌、コレラを対
象に、原因菌もしくは毒素に対する抗体を作製し、細菌性食中毒に対する迅速かつ高感度
な検出技術基盤を開発することを目的とする。 
＜方法＞これまでに樹立しているカンピロバクターに対する抗体ライブラリについて、カ
ンピロバクターの臨床分離菌株（食品、患者など）、他の食中毒菌や腸内細菌などの常在菌
などを対象に、抗体の特異性を評価した。サルモネラ、ウエルシュ菌エンテロトキシン、
志賀毒素、コレラ毒素に対するハイブリドーマを樹立し、病原体および常在菌カクテル（マ
ウス糞便を培養したもの）への反応性を ELISA 法により評価した。 
＜結果＞カンピロバクター属以外の常在菌や病原菌との反応性を評価した結果、今回調べ
た 18 菌種すべてと反応しなかったことから、カンピロバクターの検出に適した特異性の
高い抗体を樹立できた。サルモネラ菌、ウエルシュ菌エンテロトキシン、志賀毒素、コレ
ラ毒素に対しても反応性が高い抗体を樹立できた。 
＜まとめ＞細菌性食中毒に対する検出技術基盤の開発を目標に、各病原体に対する抗体を
樹立できたことから、今後、検出に適した抗体の組み合わせや食品などのサンプルから検
出できるか評価していく。 
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の感染によるものである。これまでにC. jejuniだ
けに特異的に反応する、もしくはC. jejuniとC. c
oliの両方に高感度に反応する抗体をすでに得てい
る。そこで、研究分担者と協力して、評価する細菌
の種類を増やして抗体の特異性を評価した。カンピ
ロバクター属以外の常在菌や病原菌との反応性を
評価した結果、今回調べた18菌種すべてと反応しな
かった。 
次に、サルモネラ、ウエルシュ菌エンテロトキシ

ン、志賀毒素、コレラ毒素に対して高い反応性を示
し、かつ、常在菌カクテルには反応しない抗体をそ
れぞれ、11種類、8種類、11種類、7種類樹立した。
サルモネラは多くの血清型が存在することから、日
本国内で患者数の多いEnteritidis, Infantis, Ty
phimurium, Thompson, Schewarzengrundの5つの血
清型に対する反応性を評価した結果、11種類の抗体
のうち、8種類の抗体は免疫に用いたEnteritidis
に特異的に反応し、2種類の抗体はThompsonを除く4
つの血清型、1種類の抗体は5つの血清型すべてと反
応した。 
 
Ｄ．考察 
カンピロバクターに対する抗体については、他の病
原菌や常在菌と反応しなかったことから、カンピロ
バクターの検出に適した特異性の高い抗体である
と期待できる。今後は抗体が認識している抗原を同
定し、抗体と抗原の結合様式や強度などを解析する
ことで検出に適した抗体の組み合わせを検討する
とともに、糞便などの患者検体や食肉などの食品か
ら検出できるか検討を進める必要があると考えて
いる。 
サルモネラ、ウエルシュ菌エンテロトキシン、志賀
毒素、コレラ毒素に対しても反応性が高い抗体を樹
立できたことから、今後、カンピロバクターと同様
に、抗体の特異性を評価し、検出に適した抗体を選
定する。 
 
Ｅ．結論 
反応性や特異性の観点から、カンピロバクターの検
出に適した抗体を選定した。また、サルモネラ、ウ
エルシュ菌エンテロトキシン、志賀毒素、コレラ毒
素に対する抗体を樹立し、検出技術基盤の開発を当
初の計画通りに進めている。 
 
 
Ｆ．健康危険情報 
  なし 
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